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猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

　

増
え
て
い
ま
す

｢

猫
が
ご
み
を
荒
ら
し
て
困

る｣｢

庭
に
猫
が
フ
ン
を
し
て

困
る｣｢

猫
に
エ
サ
だ
け
与
え

る
人
が
い
て
困
る｣
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
猫
に
よ
る
困
り
ご

と
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
飼
う
な
ら
屋
内
で
飼
育
を

し
ま
し
ょ
う

◎
繁
殖
を
望
ま
な
い
な
ら
、

去
勢
・
不
妊
手
術
を
行
い
ま

し
ょ
う

◎
首
輪
や
名
札
を
つ
け
て
身

元
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

◎
飼
え
な
く
な
っ
て
も
絶
対

に
捨
て
な
い

　

野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
こ

と
は
、
恵
ま
れ
な
い
猫
を
増

や
す
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
ま
し
ょ
う
。
命
を
大
切

に
、
ル
ー
ル
を
ま
も
っ
て
猫

を
か
わ
い
が
っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　

環
境
下
水
道
係

82

－

６
１
３
２

　

コ
ロ
ナ
禍

で
低
下
し
た

心
身
の
状
態

を
改
善
す
る

た
め
に
、
自

主
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）予
防
、
介
護
予
防
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

期
間　

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

対
象　

65
歳
以
上
の
か
た

内
容　

１
時
間
以
上
の
町
内
で
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

備
考　

１
日
１
回
１
時
間
以
上
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
ポ

イ
ン
ト
を
１
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま

す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
日
時
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
ポ
イ
ン
ト
の
台
紙
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
（
自
己
申
告
）。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
た
め
に
、
家
族
の
た

め
に
、
地
域
の
た
め
に
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

内
容　

認
知
症
の
基
礎
知
識
（
症

状
、
治
療
法
、
予
防
法
な
ど
）
と

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

申
込
み　

事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

コ
ロ
ナ
と
向
き
合
う
医
療
現
場

の
「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

日
時　

11
月
12

日
㈯　

午
後
１

時
30
分
〜
４
時

（
受
付　

午
後

１
時
か
ら
）

場
所　

館
林
市
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

特
別
講
演　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
現
状
と
課
題

講
師　

猿さ
る

木き

信の
ぶ

裕ひ
ろ　

群
馬
県
衛
生

環
境
研
究
所
長

定
員　

２
０
０
人
（
事
前
予
約
制
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
み
・
問
合
せ　

公
立
館
林
厚

生
病
院
総
務
課

０
８
０

－

７
８
１
９

－

４
７
３
４

76

－

８
０
３
２

　

誰
で
も
「
い
や
な
こ
と
」
を
さ

れ
た
ら
「
い
や
」
と
い
う
権
利
が

あ
り
ま
す
。

　

障
害
児（
者
）へ
の
虐
待
を
発
見

し
た
人
は
、
速
や
か
に
通
報
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
施
設
、
職
場
で
障
害
児

（
者
）の
虐
待
に
お
気
づ
き
の
か
た

は
、
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
障

害
児（
者
）の
安
定
し
た
生
活
や
社

会
参
加
を
助
け
る
た
め
に
、
み
ん

な
で
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

▼
障
害
児（
者
）の
虐
待
の
通
報
、

支
援
の
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平
日
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

○
社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

夜
間
（
午
後
５
時
15
分
〜
翌
午
前

８
時
30
分
）・
休
日
（
24
時
間
）

○
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

０
９
０

－

４
５
４
６

－

４
０
４
０

　

麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動

が
10
月
１
日
〜
11
月
30
日
ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
向
精

神
薬
、
シ
ン
ナ
ー
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、
乱
用
者

個
人
の
健
康
上
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
各
種
犯
罪
の
誘
因
な
ど
、
公

共
の
福
祉
に
計
り
知
れ
な
い
危
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
改
め
て
、
薬

物
乱
用
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た

だ
き
、
薬
物
乱
用
の
防
止
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

72

－

３
２
３
０

　

町
で
は
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

分
譲
宅
地
の
購
入
希
望
者
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
か
た
に
謝
礼
金

健　
　

康

健　
　

康

館
林
邑
楽
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
日
１
時
間

ス
マ
イ
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
障
害
児（
者
）虐
待
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
っ
た
ら

麻
薬
・
覚
醒
剤

乱
用
防
止
運
動

くく  

らら  

しし

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
謝
礼
金
額

▼
板
倉
町
に
居
住
す
る
紹
介
者

　

10
万
円

▼
板
倉
町
外
に
居
住
す
る
紹
介
者

　

５
万
円

対
象
地　

群
馬
県
企
業
局
が
直
接

販
売
し
て
い
る
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
分
譲
地
（
建
売
分
譲
地
は
対
象

外
）

紹
介
の
成
立
要
件

○
売
買
契
約
の
締
結

○
土
地
代
金
の
納
入

○
土
地
の
引
渡
し

受
付
場
所  

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

販
売
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

誘
致
推
進
係

70

－

４
０
４
０

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
「
秋

の
住
ま
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
11

月
６
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

ご
来
場
特
典
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

住
宅
の
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
ぜ
ひ
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
販
売
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

宅
地
分
譲
の
概
要

所
在
地　

板
倉
町
朝
日
野
・
泉
野

面
積　

２
０
０
㎡
（
約
60
坪
）
〜

２
６
１
㎡
（
約
79
坪
）

分
譲
価
格　

５
９
３
万
円
〜

問
合
せ　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販

売
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０

－

70

－

４
０
５
１

○
群
馬
県
企
業
局
団
地
課

０
２
７

－

２
２
６

－

３
９
５
５

h
ttp
s://w

w
w
.itaku

ra-
new
tow
n.or.jp/

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

牛乳パック

ひと手間で資源に

ごみを減量することで、処理費用を抑えること
ができ、町民の皆さんのためになります

　牛乳パック６枚がトイレットペーパー
１ロールに生まれ変わります

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

個
人
紹
介
制
度

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

秋
の
住
ま
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

日程 場所

10月20日㈭ 北部公民館

11月29日㈫ 東部公民館

12月23日㈮ 南部公民館

令和５年
１月31日㈫ 中央公民館

時間　午後１時30分～３時

公
立
館
林
厚
生
病
院
か
ら

重
要
な
お
知
ら
せ

　

当
院
は
、
地
域
の
診
療
所
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
紹
介
さ
れ

た
患
者
さ
ん
に
専
門
的
な
検

査
や
治
療
・
手
術
な
ど
を
行

う
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」

に
指
定
さ
れ
た
病
院
の
た
め
、

紹
介
状
の
な
い
か
た
は
、
初

診
料
に
加
え
て
国
が
定
め
た

選
定
療
養
費
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
今
回
の
選
定
療
養
費
増
額

分
は
初
診
料
か
ら
減
額
さ
れ

る
仕
組
み
の
た
め
、
病
院
の

収
入
自
体
は
増
額
に
な
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ
　

公
立
館
林
厚
生
病
院

72

－

３
１
４
０

項目 金額（税込み） 対象

初診時選定療養費 ７，７００円
他医療機関からの紹介状を
お持ちでない初診のかた

再診時選定療養費 ３，３００円
状態が落ち着き、他の医療
機関へ紹介した後も当院へ
の通院を継続した場合

時間外選定療養費 ７，７００円
時間外、休日に入院を要し
ない病状で受診した場合

軽くすすぎ、平らに開い

てください。

このひと手間で、ごみが

資源となります

牛乳パックは、各公民館

で受け入れています。

開館時間　午前８時30

分～午後５時15分

休館日　毎週月曜日、祝

日、年末年始

公民館には、ペットボトルや乾電池（充電式でな

いもの）も出すことができます。

「捨てればごみ、分ければ資源」一人ひとりの意

識が大切です。ご協力ください。
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国
内
で
発
生
し
た
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
時
に
、
人
命
救
助
活

動
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
全
国

の
消
防
機
関
相
互
に
よ
る
迅
速
な

援
助
体
制
と
し
て
「
緊
急
消
防
援

助
隊
」
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
群
馬
県
内
の
消
防
本
部

（
局
）
や
防
災
航
空
隊
が
一
堂
に

会
し
て
合
同
訓
練
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

日
時　

10
月
19
日
㈬　

午
後
１
時

〜
４
時
（
予
定
）

場
所　

赤
岩
渡
船
場
付
近
（
千
代

田
町
赤
岩
）

内
容　

群
馬
県
緊
急
消
防
援
助
隊

部
隊
運
用
訓
練

問
合
せ　

館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
警
防
課

72

－

８
３
６
１

　

消
防
署
や
車
両
の
見
学
、
消
防

職
員
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
小
さ

な
お
子
さ
ま
か
ら
大
人
ま
で
、
消

防
と
い
う
仕
事
を
よ
り
一
層
身
近

な
存
在
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈯

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部
（
館
林
市
上
赤
生
田
町
４
０

５
０

－

１
）

内
容　

放
水
体
験
、
消
防
車
乗
車

体
験
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課
（
平

日
の
み
）

72

－

８
３
６
０

　

質
量
計
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

メ
ー
タ
ー
、
体
温
計
、
血
圧
計
、

ガ
ソ
リ
ン
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
計
量
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
安
全
で
安
心

で
あ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
計

量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

計
量
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を

広
め
、
計
量
制
度
の
普
及
や
計
量

意
識
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

現
行
の
計
量
法
が
施
行
さ
れ
た
11

月
１
日
を
「
計
量
記
念
日
」と
し
、

11
月
を
「
計
量
強
調
月
間
」
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

身
の
回
り
の
計
量
器
に
目
を
向
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
家

庭
の
体
重
計
や
料
理
用
は
か
り
な

ど
の
精
度
確
認
の
ご
依
頼
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
計
量
に

つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

問
合
せ　

群
馬
県
計
量
検
定
所

（
前
橋
市
下
大
島
町
81

－

13
）

０
２
７

－

２
６
３

－

２
４
３
６

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町

村
を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届

出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
面
積

①
市
街
化
区
域
内　

２
，０
０
０

㎡
以
上

②
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

区
域
内　

５
，０
０
０
㎡
以
上

届
出
期
間　

売
買
契
約
を
締
結
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

届
出
先　

計
画
管
理
係

問
合
せ　

群
馬
県
庁
地
域
創
生
課

０
２
７

－

２
２
６

－

２
３
６
６

○
計
画
管
理
係

82

－

６
１
５
１

　

県
で
は
、
不
正
軽
油
の
情
報
窓

口
と
し
て
不
正
軽
油
１
１
０
番
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た

り
、
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
自

動
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
と

地
方
税
法
違
反
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
正
軽
油

を
製
造
、
販
売
、
使
用
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

前
橋
行
政
県
税
事
務
所

軽
油
広
域
調
査
係

不
正
軽
油
１
１
０
番

０
２
７

－

２
３
１

－

２
８
０
１

　

群
馬
県
が
来

年
度
に
導
入
を

目
指
し
て
い
る

「
群
馬
県
版
図

柄
入
り
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
の
デ
ザ
イ
ン
候

補
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
県

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
３
日
㈪
〜
21
日
㈮

参
加
・
投
票
方
法

①
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

②
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
・

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス

投
票
資
格

県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
か
た

（
投
票
は
一
人
に
つ
き
１
回
ま
で
）

デ
ザ
イ
ン
候
補
案

　

群
馬
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
」
と
と
も
に
、
本
県
の

特
色
な
ど
を
表
現
し
た
３
案

そ
の
他

　

デ
ザ
イ
ン
候
補
案
、
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
群
馬

県
図
柄
ナ
ン
バ
ー
」な
ど
で
検
索
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
後
、
国
に
提
出
す

る
図
柄
の
決
定
に
あ
た
り
、
デ
ザ

イ
ン
や
配
色
な
ど
を
修
正
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

県
地
域
創
生
部
地
域
創
生
課

〒
３
７
１

－

８
５
７
０　

前
橋
市

大
手
町
１

－

１

－

１

０
２
７

－

２
２
６

－

２
３
５
２

fax
０
２
７

－

２
４
３

－

３
１
１
０

日
時　

10
月
23
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

内
容　

邑
楽
土
地
改
良
区
事
務
所

を
出
発
地
と
し
て
、
農
村
を
巡
る

約
６
㎞
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
地
元

の
芸
能
鑑
賞
や
お
土
産
（
地
場
産

新
米
、キ
ュ
ウ
リ
）
も
あ
り
ま
す
。

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

大
人
５
０
０
円　

小
学
生

以
下
２
０
０
円

申
込
期
間　

10
月
６
日
㈭
〜
13
日

㈭申
込
み　

参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
連

絡
先
を
記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
複
数
申
込
み
の
場
合
は
、

代
表
者
に
○ま

る

）

問
合
せ　

邑
楽
土
地
改
良
区

（
〒
３
７
４

－

０
１
１
１
板
倉
町

海
老
瀬
６
１
２
２
）

82

－

０
５
１
８

fax
　

82

－

０
５
１
１

　

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の

検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
（
事
件
を
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
こ
と
）に
つ
い
て
、よ
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
そ
の
検

察
官
の
行
為
に
関
し
民
意
を
反
映

さ
せ
て
適
性
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
制
度
で
す
。

　

検
察
審
査
員
お
よ
び
補
充
員
に

選
ば
れ
た
ら
、
制
度
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

太
田
検
察
審
査
会
事
務

局
45

－
７
８
０
６

　

カ
キ
は
家
庭
果
樹
と
し
て
人
気

が
高
く
育
て
や
す
い
で
す
が
、
大

き
く
て
甘
い
実
を
収
穫
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
の
管
理
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

日
時　

11
月
24
日
㈭　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
邑
楽
町
中
野
）

テ
ー
マ　

上
手
に
育
て
た
い
カ
キ

の
せ
ん
定
と
病
害
虫
防
除

募
集
人
数　

16
人

受
付
開
始　

11
月
７
日
㈪　

午
前

８
時
30
分
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

費
用　

無
料

問
合
せ　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

88

－

７
１
８
８

群
馬
県
緊
急
消
防
援
助
隊

合
同
訓
練
を
行
い
ま
す

くく  

らら  

しし

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

11
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

ス
ト
ッ
プ
！　

不
正
軽
油

群
馬
版
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト

邑
楽
土
地
改
良
区
主
催

２
０
２
２
ウ
オ
ー
ク
イ
ン
邑
楽

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会
制
度

第
６
回
緑
化
講
座

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【広告】【広告】

【広告】

～群馬県最低賃金が改正されました～

みんなチェック！　最低賃金

群馬県最低賃金　時間額８９５円
令和４年１０月８日より改正
問合せ　群馬労働局労働基準部賃金室

０２７－８９６－４７３７

【広告】【広告】
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募
集
概
要

　

人
口
減
少
克
服
・
地
方
創
生
の

取
り
組
み
と
し
て
、
大
学
な
ど
を

卒
業
後
に
就
業
し
た
か
た
で
、
本

町
に
定
住
し
、
奨
学
金
の
返
還
を

行
っ
て
い
る
か
た
を
対
象
に
、
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
奨
学
金

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
奨

学
金
が
対
象
で
す
。

▼
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
第
一
種
奨
学
金

▼
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
第
二
種
奨
学
金
お
よ
び
そ
れ

に
係
る
利
子

▼
板
倉
町
奨
学
金
貸
与
に
関
す
る

条
例
（
平
成
４
年
板
倉
町
条
例
第

18
号
）
に
基
づ
き
、
板
倉
町
が
貸

与
す
る
奨
学
金

▼
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
貸

与
す
る
奨
学
金

対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

（
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務

員
の
か
た
は
対
象
外
）

○
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
、
大

学
、
専
修
学
校
お
よ
び
高
等
専
門

学
校
な
ど
に
進
学
し
、
卒
業
し
た

か
た

○
労
働
契
約
に
基
づ
き
就
業
し
て

い
る
か
た
。
ま
た
は
個
人
で
農
業

そ
の
他
事
業
を
営
ん
で
い
る
か
た

（
事
業
専
従
者
を
含
む
）

○
申
請
時
に
お
い
て
本
町
に
住
所

が
あ
り
、
引
き
続
き
５
年
以
上
居

住
す
る
意
思
の
あ
る
か
た

○
40
歳
未
満
の
か
た

○
卒
業
後
に
奨
学
金
の
返
還
を
開

始
し
て
お
り
、
滞
納
が
な
い
か
た

○
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
の
属
す

る
世
帯
員
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
か
た

○
他
の
奨
学
金
返
還
支
援
を
利
用

し
て
い
な
い
か
た

補
助
額

　

補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
年

度
の
前
年
度
に
返
還
し
た
奨
学
金

の
２
分
の
１
の
額
。上
限
15
万
円
。

（
繰
上
げ
返
済
分
お
よ
び
滞
納
繰

越
し
分
は
対
象
外
）

補
助
対
象
期
間

　

最
初
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
年
か
ら
最
大
で
５
年
間

申
請
期
間　

10
月
末
日
ま
で

申
請
方
法　

申
請
書
な
ど
の
関
係

書
類
を
企
画
調
整
係
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　

企
画
調
整
係

82

－

６
１
２
５

　

板
倉
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

や
疑
い
の
た
め
に
仕
事
を
休
む
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
給
与
の
全

部
ま
た
は
一
部
の
支
払
い
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

①
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と

②
勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
こ
と

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

ま
た
は
疑
い
に
よ
り
就
労
で
き
な

か
っ
た
期
間
が
あ
る
こ
と
（
自
粛

要
請
な
ど
の
た
め
就
労
で
き
な

か
っ
た
も
の
は
対
象
外
）

④
就
労
で
き
な
か
っ
た
期
間
に
、

就
労
を
予
定
し
た
日
が
あ
り
、
そ

の
給
与
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
支

給
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

支
給
対
象
期
間

　

就
労
で
き
な
く
な
っ
た
初
め
の

連
続
す
る
３
日
間
を
除
い
た
４
日

目
以
降
の
休
み
の
期
間
の
う
ち
、

就
労
を
予
定
し
て
い
た
日
（
※１
）

※１　

４
日
目
の
休
み
が
令
和
２
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
12
月
31

日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
こ
と
が

必
要
（
入
院
が
継
続
す
る
場
合
は

最
長
１
年
６
か
月
）

支
給
額　

１
日
当
た
り
支
給
額

（
※２
）
×
支
給
対
象
期
間
に
お
い

て
就
労
を
予
定
し
て
い
た
日
数

※２　

１
日
当
た
り
支
給
額
＝
（
直

近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の
給
与

収
入
の
合
計
額
÷
就
労
日
数
）
×

３
分
の
２

申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
傷
病
手
当
金
支

給
申
請
書

・
世
帯
主
記
入
用

・
被
保
険
者
記
入
用

・
事
業
主
記
入
用

・
医
療
機
関
記
入
用
（
医
療
機
関

を
受
診
し
た
場
合
）

○
直
近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の

給
与
の
支
払
い
を
確
認
で
き
る
も

の
（
給
与
明
細
の
写
し
、
通
帳
の

写
し
な
ど
）

○
保
健
所
か
ら
の
通
知
（
就
業
制

限
通
知
、
解
除
通
知
の
写
し
）

※
申
請
希
望
の
場
合
は
、
事
前
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

くく  

らら  

しし

板
倉
町

奨
学
金
返
還
支
援
補
助
金

12
月
31
日
ま
で
延
長

傷
病
手
当
金
支
給
対
象
期
間

　

１
９
２
６
年
、
福
井
県
に
生
ま

れ
た
か
こ
さ
と
し
（
加
古
里
子
）

は
、「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」シ
リ
ー
ズ
、

「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」シ
リ
ー

ズ
と
い
っ
た
物
語
絵
本
を
は
じ
め
、

科
学
絵
本
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分

野
で
、
６
０
０
冊
を
超
え
る
著
作

を
残
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
か
こ
の
代
表
作
を

は
じ
め
、
少
年
時
代
に
描
い
た
ス

ケ
ッ
チ
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
絵
本
の
原
画
や

下
絵
な
ど
貴
重
な
作
品
や
資
料
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

10
月
８
日
㈯
〜
12
月
25
日

㈰休
館
日　

月
曜
日
（
10
月
10
日
は

開
館
）、
10
月
11
日
㈫

場
所　

群
馬
県
立
館
林
美
術
館

（
館
林
市
日
向
町
）

費
用　

一
般
８
３
０
円　

大
高
生

４
１
０
円　

中
学
生
以
下　

無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

方
と
そ
の
介
護
者
１
名
は
無
料
、

群
馬
県
在
住
65
歳
以
上
の
方
は
平

日
の
み
２
割
引
。

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://gm
at.pref.gunm

a.jp

72

－

８
１
８
８

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，９４７人（－12）
　 うち外国人　５０４人（＋２）
　　男 ６，９９０人（－７）
　　女 ６，９５７人（－５）
世帯数 ５，８７４戸（＋７）

（　）内は前月比　令和４年９月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
８月１日～８月31日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　人身事故 ４件　(24件）　－６
　物件事故 24件 (127件）　＋31
　侵入窃盗 １件　(17件）　＋10
　乗物盗難 １件　(７件）　　０
　詐　　欺 ０件　(０件）　　０
　住居侵入 ０件　(５件）　＋１
　その他の事件 ３件　(36件）　＋６
　　　　　※( ）内は令和４年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
町県民税（３期）

国民健康保険税（４期）

介護保険料（４期）

後期高齢者医療保険料（４期）

○納税は口座振替が便利です

○ 納付書のかたはコンビニ、PayPay

　LINEPayでも納められます

問合せ　収税係

８２-６１２９

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

『
野
木
町
煉
瓦
窯
秋
フ
ェ
ス
タ
』
を

　

開
催
し
ま
す

　

フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
、煉
瓦
窯
見
学

ツ
ア
ー
、い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
連
携

事
業
、模
擬
店
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

期
間
　

10
月
６
日
㈭
～
９
日
㈰

場
所
　

野
木
町
煉
瓦
窯
お
よ
び
野
木
ホ

フ
マ
ン
館

問
合
せ
　

野
木
町
煉
瓦
窯
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会

０
２
８
０

－

33

－

６
６
６
７

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

第
11
回
歌
麿
ま
つ
り

　

秋
の
栃
木
市
恒
例
の
歌
麿
ま
つ
り
。

期
間
中
に

は
、
歌
麿
道

中
を
は
じ
め

と
し
た
、
歌

麿
と
栃
木
に

関
す
る
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。詳
細
は
、栃
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間
　

10
月
15
日
㈯
～
23
日
㈰

場
所
　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
大
通
り
お
よ
び

旧
日
光
例
幣
使
街
道
周
辺
　

※
マ
ス
ク

着
用
で
の
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
事
務
局

０
２
８
２

－

21

－

２
５
７
３

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

第
71
回
小
山
市
菊
花
大
会

　

富
士
山
作
り
、一
般
盆
養
菊
、懸
崖
作

り
な
ど
約
４
０
０
点
を
展
示
。小
山
晃

思
会
の
会
員
を
中
心
に
、丹
精
込
め
て

育
て
た
菊
花
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
３
日
㈷
に
は
、菊
鉢
の
無
料
配
布
も

行
い
ま
す
。（
数
量
限
定
、
成
年
に
限
る
）

日
時
　

10
月
15
日
㈯
～
11
月
13
日
㈰
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
11
月
1
日
㈫

は
終
日
入
場
不
可
）

会
場
　

道
の
駅
思
川
（
小
山

市
下
国
府
塚
25

－

２
）

問
合
せ
　

小
山
晃
思
会
事
務
局
（
小
山

市
商
業
観
光
課
内
）

０
２
８
５

－

22

－

９
２
７
３

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

か
ぞ
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　

加
須
市
内
５
か
所
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、そ
の
間
で

乗
り
捨
て
が
で
き
ま
す
。サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、加
須
市
の
魅
力

を
ゆ
っ
く
り
と
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。詳
細
は
加
須
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

加
須
市
観
光
振
興
課

０
４
８
０

－

62

－

１
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
古
河
２
０
２
２

　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
参
加
で

き
る
体
験
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

古
河
市
で
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

　

古
河
市
出
身
で
体
操
競
技
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
山
室

光
史
選
手
に

よ
る
演
技
と

体
操
教
室
も

あ
り
ま
す
。

日
時
　

11
月
３
日
㈷
　

午
前
９
時
～
午

後
３
時

場
所
　

イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園
（
古

河
市
下
大
野
２
５
２
８
）

参
加
費
　

無
料
（
一
部
有
料
有
り
）

問
合
せ
　

古
河
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
２
８
０

－

22

－

５
１
１
１

県
立
館
林
美
術
館
企
画
展

「
か
こ
さ
と
し
の
世
界
」

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わります。
切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに従って用件をお
伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口内）は、水道料金の支払い、口座振替
申込み、給水開始・休止の手続きができます。

みんなの人権１１０番

００３０５７０ １１０--
子どもの人権１１０番（通話料無料）

女性の人権１１０番

０７００５７０ ８１０--

００７０１２０ １１０--

ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～
窓口相談を希望のかた（予約制） ８２－６１３１（戸籍年金係）

秘密は厳守します。

電話相談を希望のかた

（平日午前８時30分～午後５時15分）


